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北海道の自然をバックにトレーニングを重ねる湯本和雄さん
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昨
年
５
月
、
難
病
患
者
の
医
療
費
に
忠
者
負
担
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
、
医
療
保
険
制

度
「
抜
本
改
革
」
と
称
し
て
高
齢
者
健
保
の
創
設
や

薬
剤
の
参
照
価
格
制
皮
の
導
入
な
ど
、
患
者
負
担
を

増
大
さ
せ
る
制
度
改
悪
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
不
況
に
よ
る
福
祉
施
策
の
後
退
、
介
護
保
険

の
創
設
な
ど
様
々
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
難
病
忠
者
・
長
期
慢
性
疾
患
者
に
と
っ
て
は

希
望
の
光
さ
え
奪
う
苛
酷
な
状
況
で
す
。

　

こ
の
時
、
患
者
が
体
を
は
っ
て
社
会
に
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
「
が
ん
ば
れ
難
病
忠
者
・
日
本
一
周
激
励

ラ
ン
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
７
月
下
句

か
ら
１
９
一
月
ま
で
１
２
８
口
間
を
か
け
、
全
祁
道
府
県

の
県
庁
を
訪
ね
知
事
に
「
難
病
・
長
期
慢
性
疾
忠
の

医
療
費
を
無
料
に
」
な
ど
を
陳
情
し
、
医
療
・
福
祉

の
拡
充
を
訴
え
て
回
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
難
病
患
者
が
走
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
北
海
道
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
洋
本
和
雄
さ
ん

が
仕
事
を
投
げ
う
っ
て
、
全
行
程
を
走
り
続
け
ま
す
。

懸
命
に
病
気
と
闘
っ
て
い
る
全
国
の
患
者
、
家
族
を

励
ま
し
、
交
流
と
連
帯
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
今
年
・
最
大
の
運
動
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
動
け
る
人
は
沿
道
に
出
て
、
病
床
に
伏
し
て
い

る
人
は
家
族
や
周
囲
の
人
に
応
援
を
依
頼
し
、
す
べ

て
の
忠
者
・
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
出
来
る
運
動

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第１ステージ（北海道）

２

通算日 月　日曜 出発地一到着地 託鴎 県庁、他

第１ロ

第２日

第３ロ

第４日

第５Ｈ

第６ﾄ|

第７目

第８ロ

第９日

第10 H

弟11日

弟12LI

７月25ロ皿

　　26日卯

　　27日㈹

　　28日脚

　　29ロ(和

　　30口(金)

　　31日出

８月１日間

　　２[田D

　　3[|(火)

　　剖]脚

　　５日(和

宗谷岬　→　豊富町

豊富町→跨威了-府村

音威了･府村-･七別市

士別市　-･旭川市

旭川市-･奈井江町

奈井江町・札幌市

　（　調　整　Ｈ　）

札幌市　→　定山渓

定山渓　→ニセコ町

ニセコ町-→長万部町

長万部町　一･森町

森　町　→　函館市

函館ill　→　冴森市

63kni

82km

74kni

55kni

70kiii

70km

24 km

68km

65km

frlkm

40㎞

16 : 30北海道庁

全道集会(15 : 00発)

フェリー

く7

Ｘ

Ｘ

　

Ｘ

　

１

　

１

第２ステージ（青森県）

弟13[1

第14日

８月６口吻

　　７日出

青森市　-･ﾋ戸町

七戸町　→　二戸町

61 km

63kni

9 :00青森県庁

第３ステージ（岩手県）

／ヘ

フ

コ:

1
1
1
1
1
j
－

第15日

第16日

８月８出目）

　　９ロ卯

二戸町　-･’E山村

1ﾐ山村　→　雫石町

58km

33kin 11 : 00岩手県庁

第４ステージ（秋田県）

｜

　

リ

　

／

心

　

１

　

１

　

／

／

／

第17ロ

第18日

S51S)II

第20L］

８月10口吻

　　11日(水j

　　l21｣(和

　　13日ぶ

雫石||

角館T

秋田f

象潟U

ｒ　→　角館市

ｆ　→　秋田市

j’→　象潟町

ｒ　→　酒田市

47km

47kra

64km

41km

14ニ00秋田県庁

第５ステージ（山形県）

／

第21ロ

第22目

第23ロ

第24ロ

８月14日出

　　15日旧）

　　16日囲

　　17H㈹

　（　調　整　日　）

iSEFl市　→　新庄市

新庄市　~･犬蛮市

天童市　→　釜　房

60km

53㎞

41kin 9:00山形県庁

／

　　　　

／

　　　

／

　　　

／

　　

／

　

／

／

ノ
第６ステージ（宮城県）

大工已目口コ

第フステージ（福島県）

第25日 ８月18ロ服 釜房　　→　柴田町 51km 11 : 00宮城県庁

第261」

第27目

８月19｢I困

　　20日吻

柴田町→福島ih"

圖ふlf→犯則胴’

61㎞

58km

15: 00福島県庁

1999- 3 。||・ｅの11１５９０
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第８ステージ（新潟県）

第28目

弟29目

第30ロ

第31目

８月21日出

　　22日(日)

　　2訃囲)

　　241]㈹

猪苗代町-･津川町

津川町　→　新潟市

新潟市　-･長岡市

長岡｢If　-･　石打

72km

63kni

62kiii

67kiii

9 :00新潟県庁

第９ステージ（群馬県）
／

第32口

笛33目

第34日

８月25

　　26

　　27

]I(水)

｣(和

利匍

石打　　→　　湯宿

湯宿　　→　前橋市

前橋[↑f　-･岩舟町

51km

53km

61km

14 : (X)尉鸚貯

第10ステージ（栃木県・茨城県）

第35日

第36目

第37ロ

第38ロ

8 JJ28[㈹

　　29日間

　　30｢|㈲

　　3口火

石島町　→宇都宮市

宇都宮市-･笠間市

　(卓で宇都宮往復)

笠間市　一　水戸市

水戸市　→鹿島神宮

49km

41km

23kin

'18km

9:00 栃木県庁

16 : 00茨城県庁

第11ステージ（千葉県）

第39目

第40日

９月１口吻

　　２ﾛ雨

鹿島神宮一四街道市

四街道lト･干葉右

　　　　→　足々l区

61km

13km

3'lkm

９：０ＯＦ葉県庁

第12ステージ（埼玉県）

第41日

妙12日

９月３口吻

　４日出

足立区　→　浦和市

浦和iIj　→　藤野占

20km

50kni

16 : (幻埼五県庁

　(相模湖〉

第13ステージ (山梨県)

第43ロ

第44ロ

９月５日間

　　６「囲）

相模湖　-･勝沼町

勝沼町　一改|混町

51km

51km 10 : 00山梨県庁

第14ステージ（長野県）

第45目

第46目

第47H

第48目

第佃ロ

９月７日脚

　　８日團

　　９日(木》

　　10日出

　　11[1出

富士見町→明科町

明科町→長野雨

長野市→柳川

新片市　→糸魚川雨

（　訓　整　ロ　）

62kin

52km

eOkm

57km

16 : (X辰野県庁

第15ステージ（富山県）

第50ロ

第5□

９月12ロ郎

　　13目囲

糸魚川市-･魚津市

魚津市‘～jヽ矢訓f

52km

53km 11 :00富山県庁

第16ステージ（石川県）

第52目

第53日

９月14口火

　　15口湘

小矢部市-･金沢市

幻腫-･丸岡I町

23km

68kni

11 : 00拓||県庁

第17ステージ（福井県）

第54日

第55LI

９月16I.I(*>

　　17口吻

九関町-･今庄町

今庄町-･近江町

55km

61km

11 : 00福井県庁

第18ステージ（滋賀県・京都府）

第5肛|

第57日

第58目

第59目

第60日

９削8日出

　　19目的

　　20｢囲)

　　2m(火)

　　22目印

近江町　-･大i.lll

　（　調　整　日　）

大津市　-･京都一

　　　　一　亀岡1

亀岡市　-りMill 111I

福知山市-･村岡p

・ｊ

．ａ
ｊ

Ｊｌ

ｊ

ｒ

63km

16km

22kin

61km

63kni

9:00湛然県庁

13 : 00京都府庁

第19ステージ（鳥取県）

第61目

第62日

９月23日湘

　　24日吻

村岡町　→　鳥取｢ll

鳥取町　一　北条町

43km

5-1km 9:00鳥取県庁

第20ステージ（島根県）

第63

第&1

第65

９月25日出

　　26日面

　　27目印

北条町　一一･安来「

安来市　一　松江，

松江市　→　掛合||

】゛

I

J‘

56km

21km

46kiii 9:00島根県庁

｡|!●０の11間1999- 3 ５９ｊ
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第21ステージ（広島県）

第66目

第67日

第68目

９月28目(火

　　29口宋

　　30日限

掛合町　-･三次市

三次市　→　広島市

広島rli　一　岩国市

62km

60km

53km 10 : 00広島県庁

第22ステージ（山口県）

第69目

第70日

第71H

第72ロ

10月１口圀

　　２日出

　　３目(日)

　　４日(月)

洲恥

新郷
　四

山川

ｆ→新南陽市

圃-･山目Iじ

に　羨　ロ　）

ｆ→　下関巾

62㎞

'11km

56km 9:00 山L:I県庁

第23ステージ（福岡県）

第73目

弟74ロ

10月５日脚

　　６目㈹

･F関市　→　遠賀町

遠賢町　→太宰府ill

55kiii

57kra 14:0{㈹圖県庁

第24ステージ（佐賀県）

弟75ロ

弟76ロ

10月7 ＼.m

　　8「|庖

太宰府か･･佐賀I

佐賀市　→　武雄‘l

・
ｊ

●ｊ

'17kni

33km

16:00 佐賀県庁

第25ステージ（長崎県）

弟77目

弟781ｺﾞ

第79目

弟80 ｢1

10 H 9日出

　　10目(日)

　　11日卯

　　12日㈹

武雄市　→　大村r|j

火付市　→　長崎r|j

　（　休　養　目　）

長崎ill　→　国見町

　　　　→　長州町

'13kni

'lOkm

55㎞ 9 :00長崎県庁

(フェリー)

第26ステージ（熊本県）

第81目

第82目

10月i3n(*)

　　14口(木)

長州町→宇十油

宇土Ilf→芦北町

56km

Blkm

15 : 00熊本県庁

第27ステージ（鹿児島県）

第83目

第8引.|

第85目

抑6日

10月15[]吻

　　16｢1㈹

　　17日面

　　18日面

芦北町　一宮之城町

宮之城町→鹿児島市

　（　調　整　日　）

鹿児島iH　-･空港

　　　　　一司岡市

60km

60kni

35kin 9 :00鹿児島県庁

航空機

第28ステづ（沖縄県）

‾回可皿巫回

第29ステージ（宮崎県）

聊7H 1朗19口吻 那覇市　・那覇市 -lOkm 9:00沖縄県庁

第88｢1

第8回

第90日

第91目・

10月20｢I冰)

　　21出羽

　　22日(勿

　　23日出

那覇→空港→都城｢

都城市　-･宮崎｢

宮崎市　-･　日向'｢

[I向市　→　直川4

・ｊ

･-１

・】
１

44 km

eOkm

63kni

63kni

16 : 00宮崎県庁

第30ステージ（大分県）

第92口

跡3[|

10月24目的

　　25[｣卯

直川村　-･･　IJﾔ「

臼杵市　-･大分7

　　　　一一　松山「

ｄ』

』」

』

55kni

'19km

6 km

15 : 00大分県庁

　（フェリー）

渾
本

　

和
雄
氏
紹
介

・
4
6
年

　

北
海
道
富
良
野
市
生
ま
れ
。

・
7
0
年

　

岩
橋
印
刷
株
式
会
社
に
グ
ラ
フ

　

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤
務
。

・
9
2
年

　

有
限
会
社
洋
本
デ
ザ
イ
ン
事
務

　

所
設
立
。
現
在
に
至
る
。

　

北
海
道
難
病
連
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ド
の
製
作
を
手
が
け
2
0
年
に
な
る
。

●
マ
ラ
ソ
ン
歴

・
7
6
年

　

3
0
歳
か
ら
走
り
始
め
る
。

・
8
2
年

　

3
6
歳
、
初
マ
ラ
ソ
ン
完
走
。
以

　

後
現
在
ま
で
5
1
回
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

　

出
場
、
す
べ
て
完
走
。

・
9
2
年

　

4
6
歳
、
サ
ロ
マ
湖
1
0
0
に
ロ
ウ
ル
ト

　

ラ
マ
ラ
ソ
ン
完
走
。
以
後
毎
年
完
走
。

　

・
9
6
年

　

自
宅
か
ら
帯
広
・
釧
路
方
面
へ

　

４
日
闘
2
3
0
に
’
一
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
単
独
）
、

　

こ
の
頃
か
ら
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
野
営

　

し
な
が
ら
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
一
人
旅
が
始

　

ま
る
。

　

・
9
8
年

　

自
宅
か
ら
支
笏
湖
・
苫
小
牧
経

　

由
で
、
北
海
道
姚
病
巡
の
全
道
集
会
会

　

場
の
登
別
を
め
ざ
し
「
難
病
の
患
者
さ

　

ん
に
幾
度
と
な
く
元
気
づ
け
ら
れ
た
。

　

今
度
は
私
か
『
頑
張
っ
て
』
と
励
ま
し

　

た
い
」
と
思
い
、
２
日
間
1
3
0
㎞
激
励
ラ

　

ン
で
駆
け
つ
け
た
（
単
独
）
。

　

現
在
は
タ
イ
ム
を
気
に
せ
ず
マ
イ
ペ
ー

ス
で
楽
し
く
走
っ
て
い
る
。

　

「
四
１
　
を
通
し
て
自
然
の
中
を
ゆ
っ
く
り

気
ま
ま
に
走
る
の
が
大
好
き
」
と
語
る
。

耳祐卜伴卜司1999- 3５夕ぶ
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第31ステージ（愛媛県）

匝こ巫回］コ

第32ステージ（高知県）

第94ロ 10月26日脚 松山市　-･　柳谷村 59kin ９：卯愛媛県庁

第95

第96

第97

］

］

］

10月27日冰)

　　28日(和

　　29日(金)

柳谷村　→　日高村

日高村　→　安芸市

安芸市　→　東洋町

57km

52kiii

59kni

10 :00高知県庁

第33ステージ（徳島県）

第98LI

第99目

第100日

10月30日出

　　31日㈲

l1月１「|（月）

東洋町　→日矛

日和佐町→　Ｆ

阿南市　一　リ

佐町

南市

日|町

'19km

29kni

.17km 11 :30徳島貼庁

第34ステージ（香川県）

且汪コ皿ｍ:

第35ステージ（岡山県）

第101日 11月２日脚 引田町　-･　高松市 45km 15 : 50香川県庁

第1021］

第103日

1団３目ぐ水）

　　４目印

高松市　--玉野T

　　　　-･岡山「

岡山市　→　相生|

■-Ｊ

ｙＪ

ｊ

20kni

61km

(フェリづ

9:00岡山県庁

第36ステージ（兵庫県・大阪府・奈良県）

第104目

第105目

第106目

第107日

第1081.1

11月５日(匍

　　６日出

　　７日間

　　８日(月)

　　9 1:1(火)

相生i

明石i

　い

大阪i

神川

大阪i

奈良i

ｉ　-･明石7

i　-･大阪T

k　箆　日　)

汽車で)神戸i

汽車で)大阪i

i・　奈良i

i　-り割tl林i

－】

］

之ｊ

ミ】

－
】

－】

55kra

57kni

38km

40kni

9:O 岨胆折

11:(珀大阪府庁

9:00 奈良県庁

第37ステージ（和歌山県）

第109日

第11肝|

第111ロ

11月10ﾄ

　　11［

　　12［

團

(木)

吻

富田林市一哺]歌山市

和歌山市→　瓦粂市

五条市　-･　　波瀬

56km

59㎞

55k･

16:00和歌山県庁

第38ステージ（三重県）

第39ステージ（岐阜県）

阿可‾而厠‾∩

第40ステージ（愛知県）

剃12L

第11涯

5f!114i;

ｎ月13日出

　　14日(日)

　　15日卯

波瀬　　-･松坂7

松坂市　-･　津l

津市　　→　多度1

－Ｊ

ｆ

ｒ

61kin

17km

58kin

S'SllS目 Ｈ月16日㈹ 多度町　→　岐阜市 邨km 16 : 00岐阜県庁

第116ロ

防117目

1川17ロ宋

　　18日限

剛肺→名古屋市

名古屋市→訓済

35km

62kni

15:00愛知県庁

第41ステージ（静岡県）

.y;ii8ロ

第1191:1

第12肝|

第12H］

第1221:1

11月19Lぼ

　　20[|出

　　21日間

　　22目測

　　23日脚

旧狽’一磐［l袖

磐田rli　→　静岡市

　（　ｲ木　養　日　）

静岡巾　→　三島市

　（　調　整　日　）

59㎞

62km

60㎞ 9:00 静岡県庁

第42ステージ（神奈川県）

第123日

第1241-|

出)2'IH(*)

　25目宋

三島rif　→小田原i

小田原市一　横浜1

－１

】

46km

49km 15 : 00神郭11県庁

第43ステージ（東京都）

第125日

第126目

出1261-1(4)

　271｣出

横浜市　→　東京部

新　宿　--国　会

国　会　-･厚生省

ＪＰＣ令国集会

(新東京15 : (}O発)

33km 11 : 30都庁

14:oO 国会

15:C}0厚生省前

第44ステージ（北海道）

5fil27ロ

m28目

UJ128n鼎

　　　29日囲

　（　休　養　目　）

苫小牧　→　札幌市 65㎞

　(フェリー)

16 : 00道庁

｡ilNIの1巾Ba 1999- 3

総走行距離

　

6,103km
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がんばれ難病患者・日本一白周激励ラン

各県

　

ス､テージごとの取組みの:お願い

〔事務局で用意するもの〕

１）公式パンフレット（趣旨、目的、ランナーの紹介。

　　　　　　　

日程、地図、資金協力のお願い、送金

　　　　　　　

先など）

２）シンボルマーク

３）シンボルカラー

4) PR川チラシ

５）参加登録、感想等のハガキ

６）車用ステッカー

７）ランナー用Ｔシャツ（伴走ランナーには記念品と

　　　　　　　

して提供）

８）伴走者川のゼッケン

９）資金活効用絵ハガキ（ランナーの洋本和雄氏画）

10）記録集を発行（仝参加者名簿付き）

〔各県団体にお願い〕

１）各県実行委員会を設置

２）県内の道案内（特に県庁までのコース）

３）県内での伴走車の運転

４リ防|事への而会の申し入れ

　　　　　　　　　

（要望書を手渡し，檄励寄せ書き）

５）県庁前での集会を用心

６）県内マスコミへ報道・取材の申し入れ

７）県内の独自企画・要求等

８）資金活動に協力

〔資金カンパ・寄付金受付〕

日本患者・家族団体|窃縦会□PC)

〒171－0031

　

東京祁豊島区目白2 ―38― 2

　　　　　　

紫山会ビル

　　　　　

昔

　　

03―3985―7591

　　　　　

FAX

　

03―3985―7598

◆郵便振替

　

00110―2―86234

　　　　　　

難病患者日本一周マラソン実行委員会

◆銀行口座

　

富士銀行

　

目白支店

　　　　　　

普通

　

2019558

　　　　　　

難病患者日本一周マラソン実行委員会

了夕y

〔企画の概要〕

１）名

　

称

　

がんばれ印病患者・ﾄ|本-一周激励ラン

２）日

　

程

　

７月25日（剛

　

北海道稚内市宗谷岬を

　　　　　　

出発。各県庁を訪問し、知事に姚病対策

　　　　　　

の拡充等を訴える。

　　　　　　

要望占を手渡し、激励の寄せ書きをして

　　　　　　

いただく。

　　　　　　

11月26日（金）

　

厚生省前到着。人集会

　　　　　　

開催。厚生大臣に面会を求め、直接要望

　　　　　　

占を波す｡国会請願も同時に行う。

３）ランナーおよび伴走

　　　　　　

ランナーは洋本和雄氏（52歳）が令コー

　　　　　　

スを走破。

　　　　　　

本隊伴走は伊藤たてお代表幹事（スター

　　　　　　

ター伴走）、丸谷一三郎氏と佐藤真丹氏

　　　　　　

が（車で伴走）記録係等担当。

　　　　　　

各県で伴走（ランナー、白転車、巾等）

　　　　　　

を募集。

４）資

　

金

　

マスコミ等を通じて資金カンパを求めま

　　　　　　

す。各心者会、個人からの資金カンパも

　　　　　　

同時に求めます。

　　　　　　

必要経費として約２千万円（宿泊、食事

　　　　　　

代、ガソリン代､装備､宣伝費等）、余剰金

　　　　　　

は企国忠者会館の建設運動資金とする。

５）統一スローガン

　　　

ー

　

私たちは切実な願いと

　　　　　　

21世紀への夢をもって走っています

　

－

　　　　

１．すべての難病の原因の究明と

　

治療方法

　　　　　　

の開発を一目も早く！

　　　　

２．すべての親病・長期慢性疾忠の

　

医療費

　　　　　　

を無料に！

　　　　

３，個病患者・障害者・鳥齢者に

　

暮らして

　　　　　　

いける年金の給付を！

　　　　

４，総合的な雌病対策の早期確立を！

　　　　

５．医療災害（被害）と薬害の根絶を！

　　　　　　　

医療被害者には速やかに国家補償を！

　　　　

６．令国と祁府県に忠者会館（難病センター）

　　　　　　

の

　

建設を！

　　　　　

（現在は北海道姚病センターが叩

　

･です）

1999- 3 。mmの11間

ｔ
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難
病
医
療
費
補
助
の

小
国
町
に
続
け
と

全
市
町
村
に
請
願

　

新
潟
県
１
　
　
者
・
家
族
団
体
協
談
会
は
。

　

「
私
た
ち
を
病
院
か
ら
遠
ざ
け
な
い
で
」

と
い
う
桁
神
の
も
と
に
、
9
8
年
５
月
Ｉ
ロ

か
ら
の
雌
病
医
療
費
自
己
負
担
導
入
に
抗

議
し
、
国
に
対
し
て
撤
回
を
求
め
る
と
と

も
に
、
こ
れ
が
実
現
す
る
ま
で
は
、
自
治

体
が
負
担
す
る
よ
う
小
国
町
を
除
く

１
１
１
巾
町
村
議
会
に
、
単
独
医
療
費
助

成
制
度
を
求
め
て
請
願
し
て
い
ま
す
。

　

9
8
年
６
月
議
会
で
、
小
国
町
が
「
診
療

し
た
医
療
機
関
の
領
収
占
を
添
え
て
申
請

す
れ
ば
そ
の
金
額
が
返
還
さ
れ
る
」
と
い

う
制
度
が
決
議
さ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
、
全
県
に
展
開
す
る
こ
と

は
、
忠
者
・
家
族
の
痛
切
な
怒
り
や
恨
み

が
解
決
す
る
の
に
収
要
だ
と
脇
議
会
で
は

考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
9
8
年
９
月
1
4
日
実
施
し
た
対

県
交
渉
に
お
い
て
、
難
病
患
者
の
白
己
負

担
分
を
、
県
単
独
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
県
健
虞
対

策
課
は
、
国
の
導
入
理
由
を
そ
の
ま
ま
述

べ
、
県
単
独
医
療
賞
助
成
の
対
象
と
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
新
患
協
加
盟
団
体
が

手
分
け
し
て
県
内
す
べ
て
の
（
小
国
町
を

除
く
）
市
町
村
議
会
に
請
願
す
る
運
動
に

収
り
組
み
ま
し
た
。
9
9
年
度
斤
算
編
成
前

の
1
9
1
月
議
会
ま
で
に
出
し
終
え
る
予
定
に

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
提
出
の
準
術
が
さ
れ
て
い
な

い
市
町
村
が
ま
だ
あ
り
、
３
川
縦
会
以
降

に
も
請
願
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ロ
ー
月
議
会
終
ｒ
時
点
で
採
択
さ
れ
た
議

会
は
、
三
条
市
・
加
茂
巾
・
白
根
市
・
水

原
町
・
安
山
町
・
巻
町
・
分
水
町
・
寺
泊

町
・
津
南
町
・
湯
沢
町
・
小
須
戸
町
・
田

上
町
・
鹿
瀬
町
・
京
ヶ
瀬
村
・
許
神
付
・

上
川
村
こ
二
川
村
・
弥
彦
村
・
守
門
村
・

新
穂
村
の
３
市
1
0
町
７
村
で
す
。

　

議
会
で
請
願
採
択
し
た
市
町
村
長
に
対

し
て
は
、
9
9
年
度
予
算
に
組
み
入
れ
る
よ

う
要
請
書
を
送
り
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
9
年
度
の
ｆ
算
審
議
を
行
な
う

２
月
定
例
県
議
会
に
対
し
て
、
県
の
事
業

見
直
し
に
反
対
し
、
医
療
・
福
祉
の
充
実

を
求
め
る
請
願
の
１
項
目
と
し
て
、
ま
た
、

　

「
難
病
患
者
に
か
か
る
医
療
費
を
県
単
独

助
成
す
る
請
願
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
書
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
小
国
町
の
医
療
費
助
成
制

度
を
孤
立
さ
せ
ず
県
内
に
輪
を
広
げ
る
た

め
、
こ
の
収
り
組
み
を
強
化
し
、
よ
り
Ｉ

難
病
医
療
費
補
助
制
度
求
め

　

各
地
の
取
り
組
み

層
運
動
を
強
力
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

【
文
責
・
新
患
協
事
務
局
長
・
鈴
木
孝
一

難
病
入
院
見
舞
金
継
続

　

兵
庫
県
は
9
9
年
度
、
障
害
者
か
ら
各
種

相
談
を
う
け
る
「
障
害
１
１
０
番
」
を
新

設
し
、
福
祉
対
策
の
充
実
を
図
る
、
と
し

て
い
ま
す
。

　

難
病
患
者
に
対
し
て
は
、
入
院
見
排
金

制
度
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、
新
年
度
予

算
案
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
県
は
、
9
9
年
度
も
雌
病
入
院

患
１
　
に
月
額
一
万
円
を
支
給
す
る
措
置
を

続
け
る
方
針
で
、
約
八
千
ヒ
百
万
円
を
予

算
案
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

戻
す
、
③
小
児
慢
性
疾
患
の
対
象
年
齢
を

1
8
歳
未
満
か
ら
2
0
歳
未
満
に
の
ば
す
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
無
料
制
皮
の
対
象
は
、
祁
が
要

綱
で
雌
病
医
療
賞
の
助
成
対
象
と
し
て
い

る
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
ス
モ
ン
、
慢
性
肝

炎
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
6
6
疾
病
（
国

指
定
4
3
、
都
指
定
2
3
）
と
、
小
児
慢
性
疾

患
の
慢
性
腎
疾
患
、
が
ん
、
ぜ
ん
そ
く
、

先
天
性
代
謝
児
ハ
常
な
ど
Ｈ
疾
忠
群
で
す
。

　

条
例
の
対
象
者
は
約
ヒ
万
人
で
、
こ
れ

に
よ
る
祁
の
負
担
は
年
間
約
二
十
億
円
程

度
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

５９５
1999- 3謳⑤し附卜巾］

無
料
化
求
め
難
病

条
例
案
都
議
会
に

　

日
本
共
産
党
祁
議
団
は
、
難
病
と
小
児

慢
性
疾
忠
の
医
療
北
を
無
料
化
す
る
条
例

案
を
、
二
月
都
議
会
に
議
員
提
案
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
都
議
会
第
一
回
定
例
会
で
、
国

に
対
し
て
難
病
忠
者
医
旅
費
無
料
制
度
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
を
令
会
一
致
で
議

決
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
は
国
に
追

う
随
し
て
要
綱
を
変
更
し
、
昨
年
五
月
か
ら

一
部
負
担
を
導
入
、
有
料
化
し
ま
し
た
。

共
産
党
祁
議
団
は
こ
の
事
態
を
う
け
て
、

昨
年
九
月
か
ら
他
会
派
に
医
療
賞
無
料
化

の
条
例
案
作
り
を
よ
び
か
け
、
協
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
他
会
派
と
一
致
し
な

か
っ
た
た
め
予
算
議
会
に
独
自
に
提
案
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

条
例
案
は
「
①
難
病
と
小
児
慢
性
疾
患

の
医
療
賞
助
成
に
つ
い
て
、
要
綱
で
な
く

条
例
化
す
る
、
②
昨
年
五
月
か
ら
患
者
負

択
が
導
人
さ
れ
た
難
病
医
療
費
を
無
料
に
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山
梨
県
患
者
・

家
族
団
体
協
議
会

結
成
総
会
開
か
れ
る

　

３
月
７
‐
、
し
ば
ら
く
休
眠
状
態
が
続

い
て
い
た
山
梨
県
で
患
者
・
家
族
団
体
協

議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
総
会
は

県
内
の
患
者
、
障
害
者
と
そ
の
家
族
、
ロ
ー

団
体
、
9
2
人
の
参
加
で
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　

患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
の
結
成
は
、

こ
れ
ま
で
公
費
負
担
で
あ
っ
た
難
病
医
療

費
に
患
者
負
担
導
入
問
題
が
浮
ヒ
し
た
Ｉ

昨
年
１
９
一
月
、
県
内
の
２
患
者
団
体
か
ら
県

議
会
に
対
し
て
行
っ
た
二
部
患
者
負
担

導
人
反
対
」
の
請
願
行
動
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

　

こ
の
迎
動
と
並
行
し
て
学
習
会
も
す
す

難病公費医療の患者負担を廃止し、

患者を病院から遠ざける

医療保険制度改悪に反対する

国会請願行動

◆請願日

　

99年４月19日（月）

◆時

　

間

　

午前10時～午後３時

◆場

　

所

　

衆議院第２議員会館

　　　　　

第１会議室

◆集

　

合

　

第２議員会館ロビー

　

仝国からの多数の参加を要請します

め
ら
れ
、
参
加
し
た
患
者
会
を
中
心
に
県

内
の
患
者
会
や
個
人
に
呼
び
か
け
「
患
者

　

・
家
族
の
会
」
連
絡
準
備
会
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
準
備
会
は
「
姚
病

医
療
費
の
患
者
負
担
を
公
費
負
担
に
戻

せ
」
と
の
請
願
行
動
や
署
名
活
助
を
行
い
、

広
く
県
民
に
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
精
力
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
約
一

年
の
準
術
期
間
を
経
て
、
結
成
総
会
に
至

り
ま
し
た
。
山
梨
県
患
者
・
家
族
団
体
協

議
会
の
結
成
は
、
県
内
の
多
く
の
忠
者
、

障
害
者
と
そ
の
家
族
に
明
日
へ
の
の
気
と

希
望
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
ま

だ
患
者
団
体
を
も
た
な
い
地
域
の
人
々
を

も
励
ま
し
、
力
づ
け
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
結
成
総
会
に
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
代
表

し
て
辻
川
常
任
幹
事
が
出
席
し
、
お
祝
い

と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
贈
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ゆ
た
か
な
医
療
、
福
祉
の
実
現
を

め
ざ
す
私
た
ち
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
連
帯
の
輪
に
加

わ
る
よ
う
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

構
成
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

〔
山
梨
県
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
〕

　

・
山
梨
県
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　

・
山
梨
県
膠
原
病
友
の
会

　

・
山
梨
県
腎
友
会

　

・
山
梨
県
息
友
会

　

・
木
の
芽
会
（
遷
延
性
意
識
障
害
）

　

・
片
マ
ヒ
友
の
会

　

・
睦
美
会
（
片
マ
ヒ
）

　

・
山
梨
肝
臓
病
友
の
会

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
作

　

認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
一
二
五
八
〇
号
（
毎
週
月
・
火
一
木
・
金
発
行
)

　
　

1
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Ｊ
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８１

・
自
立
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
梨

・
心
身
障
害
児
通
園
事
業
い
ず
み
図

・
い
ず
み
園
保
護
者
会

・
全
国
障
害
者
問
題
研
究
会
山
梨
支
部

　

今
後
よ
り
多
く
の
団
体
、
個
人
に
呼
び

か
け
、
県
内
の
患
者
会
運
動
を
盛
り
上
げ
、

医
療
・
福
祉
の
向
上
、
社
会
保
障
の
拡
充

に
向
け
て
活
動
を
す
す
め
て
い
く
と
の
宣

言
が
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

長
前
代
表
幹
事
偲
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

前
代
表
幹
事
と
し
て
、
患
者
運
動
の
理

論
的
支
柱
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
長
宏
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
二
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
三
回
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
故
人
の
生
き
方
を
思
い
起
こ
し
、
こ

の
ロ
を
単
に
宗
教
行
事
と
す
る
の
で
は
な

く
、
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
構
造
改
革

を
運
動
の
側
か
ら
論
じ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
日
時

　

9
9
年
３
月
2
8
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
3
0
分

◇
場
所

　

棚
日
会
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
朝
‐
新
聞
名
古
屋
本
社
1
5
階
）

◇
交
通

　

地
下
鉄
・
東
山
線
「
伏
見
」

　
　
　
　

下
車
徒
歩
５
分

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

・
鈴
木

　

勉
（
広
島
女
子
大
教
授
）

◆
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

・
伊
藤
た
て
お
（
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
代
表
幹
事
）

・
内
川
基
大
（
愛
知
高
齢
者
協
同
組
合
理

　

事
長
）

・
山
田
昭
義
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
ロ
本
会
議
議
長
）

　

な
お
、
第
２
部
と
し
て
同
会
場
で
午
後

６
時
ま
で
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

◇
会
費

　

5
0
0
0
円

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席
の
方
で
ハ
ガ
キ
で

通
知
さ
れ
て
い
な
い
方
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
無
料
で
す
。
ご
白
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

１
　
籍
の
紹
介

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
前
代
表
幹
事
・
艮
宏
さ
ん
の
闘

病
記
録
を
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
、
ま
た
配
偶
者
で
も
あ
る
児
島
美
都

子
（
元
口
本
福
祉
大
学
教
授
、
現
青
森
大

学
教
授
）
さ
ん
が
綴
っ
た
介
護
日
記
。

　

「
ガ
ン
の
夫
を
自
宅
で
看
取
る
」

　

（
定
価
1
5
0
0
円
）
の
在
庫
が
Ｊ
Ｐ
Ｃ

事
務
局
に
若
干
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
事
務
局
ま
で
お
巾
込
く
だ
さ
い
。

● ″ ● ’
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0
3
－
3
9
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－
7
5
9
０
０

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
負

傷
兵
が
病
院
に
あ
ふ
れ
、

そ
の
上
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
た
ら
、
私
た
ち

は
入
院
拒
否
さ
れ
る
な
ん

て
ソ
ッ
と
す
る
事
態
。

c
a
l
l
丁
．
Ｔ

　

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　

頂
面
三
百
円

ｊ
９
汐

　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
－
2
6
1
2
1

　
　

’
刀
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